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保育士等
キャリアアップ研修

食育・アレルギー対応

栄養に関する基礎知識1

2

栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能

食事摂取基準と献立作成・調理の基本

衛生管理の理解と対応
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●ご自身の体に不足していると思われ
る栄養素を挙げてみましょう

●子どもたちの体に不足しがちと思わ
れる栄養素を挙げてみましょう

3

栄養 と 栄養素

4

栄 養 栄養素

自然界から摂った様々な物質を、食べることを通じて体内に取り込み、分
解や合成(つくる)を経て、生命を維持する活動に必要な成分に変える一
連の流れ

たんぱく質やカルシウムなど、食べものに含まれ、外から取り込む
物質で、生命活動を支えるのに必要な物質(もの)

食を通じた一連の生命活動
(＝こと)

体内で営まれる一連の流れ(代謝)

栄養活動を支える物質
(＝もの)

体外から取り入れられる、栄養に必要な物質

糖質 カルシウム

カロテン
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子どもの栄養

食を通じた
一連の生命活動(＝こと)
体内で営まれる一連の流れ(代謝)

からだをつくる
たんぱく質/ミネラル

調子を整える
ビタミン

エネルギーにする
炭水化物/脂質

消化+吸収

子どもの消化と吸収
乳汁？
離乳食？幼児食？

どの位必要？

調子って何？
不足によるリスク

どの位必要？
不足によるリスク

日々成長する子
どものために整

える環境

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
に
は
？

栄養素の種類と機能

6

三大栄養素

五大栄養素 体内でエネルギー(ATP)を作ることができる

糖質

脂質

たんぱく質

ビタミン

ミネラル
(無機質)

エネルギーになる

体成分(体の構成成
分)になる

生体内の代謝を調節
する

主な働き
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栄養素の種類と機能

7

三大栄養素

五大栄養素 体内でエネルギー(ATP)を作ることができる

糖質

脂質

たんぱく質

ビタミン

ミネラル
(無機質)

エネルギーになる

体成分(体の構成成
分)になる

生体内の代謝を調節
する

主な働き

二次的な主な働き

糖質について

8

炭水化物

糖 質

食物繊維

ヒトの消化酵素で分解・消化・吸収でき、エネルギー源とすることができるもの

ヒトの消化酵素で分解・消化・吸収できないもの

単糖類

二糖類

多糖類

これ以上分解できない糖質

単糖類が２個結合したもの。

単糖類がたくさん結合したもの。

吸収早い
血糖値急上昇

吸収ゆっくり
血糖値ゆっくり上昇
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糖質について

9

炭水化物

糖 質

食物繊維

ヒトの消化酵素で分解・消化・吸収でき、エネルギー源とすることができるもの

ヒトの消化酵素で分解・消化・吸収できないもの

■セルロース

■ペクチン

■キチン
■寒天

■こんにゃくマンナン

■イヌリン

■アルギン酸

■ムコ多糖類

■難消化性デキストリン

http://ws-fe.amazon-adsystem.com/widgets/q?_encoding=UTF8ASIN=B003A84QPOFormat=_SL250_ID=AsinImageMarketPlace=JPServiceVersion=20070822WS=1tag=jdresscom-22

http://ws-fe.amazon-adsystem.com/widgets/q?_encoding=UTF8ASIN=B0030IMHUUFormat=_SL250_ID=AsinImageMarketPlace=JPServiceVersion=20070822WS=1tag=jdresscom-22

たんぱく質について

10

水分
60％

たんぱく質
20％

脂質15％

その他

アミノ酸
1個

ペプチド
2個～約80個

(分子量10,000以下)

タンパク質
約80個～

(分子量10,000以上)

結合

結合

筋 肉
筋肉の約80％
はアミノ酸

ホルモン

内 臓

皮 膚

酵 素

骨

爪

髪

http://www.amazon.co.jp/gp/product/B003A84QPO/ref=as_li_ss_il?ie=UTF8&camp=247&creative=7399&creativeASIN=B003A84QPO&linkCode=as2&tag=jdresscom-22
http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0030IMHUU/ref=as_li_ss_il?ie=UTF8&camp=247&creative=7399&creativeASIN=B0030IMHUU&linkCode=as2&tag=jdresscom-22
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たんぱく質について

11

アミノ酸が最初に発見さ
れたのはアスパラガス

(アスパラギン酸)

アミノ酸は自然界には約５００種類ある。

しかし、人間の体のたんぱく質を構成しているアミノ酸は、そのうちのたった２０種類

体内で作ることができる 体内で作ることができない

食べものから
摂取しないといけない

必須アミノ酸(9種類)

たんぱく質について

12

必須アミノ酸(9種類)のバランスが、よりヒトの体のつくりに近いほうが、効率がよい！

動物性たんぱく質
はアミノ酸価が高いもの
が多い
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カゼイン食, 45.3 

ゼラチン食, -

25.4 

グルテン食, 7.8 

グルテン＋リジン

食, 36.4 

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

たんぱく質食 体重変化(％)

たんぱく質20％、糖質70％、脂質5％条件で１週間飼育

脂質について

14

油 脂と
FatOil
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脂質について

15

油 脂と
飽和脂肪酸多い不飽和脂肪酸多い

血液サラサラ 血液ドロドロ

ミネラルについて

16▲ミネラルの体内における役割

体の組織を作る材料生体機能を調節する

・リン(P)
・鉄(Fe)
・クロム(Cr)
・亜鉛(Zn)
・銅(Cu)
・マンガン(Mn)

・カルシウム
(Ca)

・マグネシウム
(Mg)

・カリウム
(K)

・ナトリウム
(Na)

・ヨウ素(I)
・モリブデン

(Mo)
・セレン(Se)
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ミネラルについて

17▲ミネラルの体内における役割

体の組織を作る材料生体機能を調節する

・カリウム
(K)

・ナトリウム
(Na)

・ヨウ素(I)
・モリブデン

(Mo)
・セレン(Se)

・カルシウム
(Ca)

・マグネシウム
(Mg)

・リン(P)
・鉄(Fe)
・クロム(Cr)
・亜鉛(Zn)
・銅(Cu)
・マンガン(Mn)

少
少

多

ビタミンについて

18

ビタミン

脂溶性
ビタミン

水溶性
ビタミン

●欠乏症に注意が必要
ビタミンB群、C、ナイアシン、
パントテン酸、葉酸、ビオチン、

●過剰症に注意が必要
ビタミンA,D,E,K
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ビタミンについて

19

脂溶性
ビタミン

ビタミンA,D,

視覚を正常に保つ

網膜にある、光を感じる色素(ロドプシン)の
成分。欠乏すると視覚障害を引き起こす。乳
幼児期の視覚障害は不可逆性

Caの
腸管からの吸収サポート
骨への沈着サポート
血中濃度調節サポート

ビタミンについて

20

水溶性
ビタミン

ビタミンB1

糖質代謝に関わる

イオン飲料多飲による ビタミンB1欠乏症

症例 1歳男児
既往歴：特記事項なし。発達遅滞なし。
家族歴：特記事項なし
生後8か月の下痢の時に、イオン飲料水による水分補
給を勧められた。 • 児がイオン飲料水を好んで大量に
飲み、離乳食が進まなかった。 • 次第にイオン飲料水の
摂取量が増え、1日2～3Lに達していた。 • 体重は7kg
台でずっと増加していなかった。

中等度の知的障害と左片麻痺が後障害として残った。
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栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能

食事摂取基準と献立作成・調理の基本

衛生管理の理解と対応

栄養に関する基礎知識1

21

食事摂取基準 とは

22

これぐらいの
栄養素を
摂るといいよ！

給食の栄養価も
これを基準に
作られています

1健康の保持・増進

2生活習慣病の発症及び重症化予防

3高齢者の低栄養予防・フレイル予防

を目的とし、エネルギーおよび栄養素の量の基準を示したもの
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食事摂取基準 とは

23

栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能

食事摂取基準と献立作成・調理の基本

衛生管理の理解と対応

栄養に関する基礎知識1

24
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子どもの食品衛生上の被害について、
ご存じのことを挙げてみましょう

25

食中毒予防の３原則

26

〇下痢、嘔吐、発熱の症状や手指
に化膿創があるときは、調理作業
に従事しない。
〇食品・器具、容器の取り扱いは
床面から60㎝以上
〇用途別の器具の使用
(まな板は肉魚・野菜 で分ける)

〇小まめな手洗い
〇調理終了後はふたをして保存

〇調理後の温度管理
10℃以下または65℃以上で管理

〇２時間以内に喫食
〇冷蔵：10℃以下(魚介類5℃以
下、卵液8℃以下)
〇冷凍：－15℃以下
〇加熱調理後に冷却する場合、
３０分以内に中心温度20℃、または60
分以内に中心温度10℃に下げる

〇中心部までしっかり加熱
(中心温度75℃1分間以上)
ノロ感染の可能性がある場合、
85～90℃ 90秒間以上の加熱
〇芽胞は120℃4分間の加熱
〇生野菜、果物の殺菌
洗浄後、次亜塩素酸ナトリウムで

200ｐｐｍで5分または100ｐｐｍで10分

つけない ふやさない やっつける
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ノロウイルス食中毒予防の4原則

27

〇体調管理
(下痢・嘔吐等体調不良時には
調理作業に従事しない)

❶ 持ち込まない

❹ つけない❸ やっつける

❷ ひろげない

〇嘔吐物の適切な処理
〇器具類の適切な消毒
(熱湯・煮沸、塩素系消毒剤)
※アルコール消毒は無効！

〇加熱処理
(ノロ感染の可能性がある場合、
中心温度85～90℃ 90秒間
以上)

〇手洗いの徹底
〇使い捨て手袋の正しい着用
(素手で食品に触れない)

お疲れさまでした！
次の講義は

10：55 から開始予定です。
28



2024/11/17

15

食育の理解と計画および評価

食育のための環境

食育計画の作成と活用2

29

「食育」
明治時代の医師・薬剤師でも
あり、食養医学の祖と言われた、
石塚左玄の著書で使われたの
がはじまりとされている。

30
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食育 とは・・・？

31

生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべき
ものと位置付けるとともに、さまざまな経験を通じて「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することがで
きる人間を育てる

(食育基本法より抜粋)

食育基本法

食育ガイド

食生活指針

食事
バランスガイド

楽しく食べる子どもに
食からはじまる健やかガイド

楽しく食べる子どもに
保育所における
食育に関する指針

食育 とは・・・？

32

生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべき
ものと位置付けるとともに、さまざまな経験を通じて「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することがで
きる人間を育てる

(食育基本法より抜粋)

食育基本法

食育ガイド

食生活指針

食事
バランスガイド

楽しく食べる子どもに
食からはじまる健やかガイド

楽しく食べる子どもに
保育所における
食育に関する指針
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日本の食育 海外の食育

33

【食育基本法】のように、食育に関する法律が存在しているのは日本だけ

「食育は、このように行われるべきだ」という方
針を示したり、食育推進会議が「食育推進基
本計画」を作成するのを規定したりするもの。

食糧自給率高め。肥満が問題。
→大半が栄養教育

食糧自給率低い。
→栄養教育 ＋ 食料自給率を高める内容

保育所保育指針

34

2017年度に厚生労働省より改定が告示され、2018年4月1日から施行

『告示』される ＝ 法的根拠を持つ。
内容について、守ってね！！ の意味をもつ。
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保育所保育指針

35

2017年度に厚生労働省より改定が告示され、2018年4月1日から施行

『告示』される ＝ 法的根拠を持つ。
内容について、守ってね！！ の意味をもつ。

監査の対象

保育計画
と

食育計画
の一致？

保育所保育指針

36

養護 教育

一人ひとりの子どもの生命の
保持及び、情緒の安定を図る

子どもが健やかに成長し、その活動が
より豊かに展開されるように援助する

生命の保持

情緒の安定

幼児期の
終わりまでに育っ
てほしい10の姿

子どもの生活や遊びを
通した食育の展開
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保育所保育指針

37

楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

38

《食育の目標》

現在を最もよく生き、かつ生涯にわたって健康で質のたかい生活を送
る基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うことが保
育所における食育の目標である
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楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

39

楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

40

食事に
前向きに
向き合う姿勢
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食育計画 PDCAの活用

41

Plan
(計画)

Check
(評価）

Do
(実行)

Action
(改善）

食育計画

食育計画 PDCAの活用

42

アセスメント(実態把握) ＝ 課題は何なのか

朝食欠食

好き嫌い

咀嚼

食事マナー

■食経験の少なさ？
■空腹感の少なさ？
■その他

■保護者支援
■早寝早起き
朝ごはん？
■その他

■練習不足？
■知識不足？

■練習不足？
■知識不足？

量的評価 質的評価
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食育計画 PDCAの活用

43

アセスメント(実態把握) ＝ 課題は何なのか

SOAP(ソープ)※ の視点 で記録してみる

※医療現場における記録の手法

S
（subjective）

主観的情報

O
（objective）

客観的情報

A
（assessment）

評価

P
（plan）

計画

•食事中の子どもたちが
何についてはなしていた
か
•食環境とどうかかわっ
ていたか
•カトラリーの使い方、食
事マナーはどうか

•例年の子どもたちと比
較してどうか

•課題に上がった内容は
クラスの何割くらいか
•

•SOから考えられる課題
は何か

•次はどのような経験が
必要になるか

•次の成長を促すために
は、どのような環境や活
動が必要か

•どのような援助が必要
か

食育計画の作成と活用2

44

食育の理解と計画および評価

食育のための環境
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お疲れさまでした！
次の講義は

11：10 から開始予定です。
45

食育計画の作成と活用2

46

食生活指導および食を通じた保護者への支援

第4次食育推進基本計画
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食育計画の作成と活用2

47

食生活指導および食を通じた保護者への支援

第4次食育推進基本計画

第四次食育推進計画

48

第4次食育推進基本計画ってなに？
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49

第1条 目的
①健康で文化的な国民の生活
②豊かで活力ある社会 の実現

第２条 国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成
①食に関する適切な判断力
②生涯にわたる健全な食生活
③国民の心身の健康・豊かな人間形成

第３条 食に関する感謝 の念と理解
①感謝の念
②理解

第４条 食育推進運動の展開
①多様な主体の参加と協力
②全国における展開

第５条 子どもの食育にお ける
保護者、教育関係者 等の役割
①保護者の認識
②教育、保育関係者の認 識

第６条 食に関する体験活 動と食

育推進活動の実践
①食に関する体験活動
②自らの食育活動
③食に関する理解

第７条 伝統的な食文化、 環境と調和した生産等へ の配慮及び農山漁村
の 活性化と食料自給率の向 上への貢献
①食料需給の国民理解 ②生産者・消費者交流
③農山漁村の活性化 ④食料自給率の向上

第８条 食品の安全性の 確保等における食育の役割
①食品の安全性等情報提供・意見交換 ②食に関する知識と
理解の増進 ③適切な食生活の実践 ④国際的な連携

【基本的施策】
第19条〜第25条

【食育推進基本計画等】
第16条〜第18条

【法制上の措置

及び年次報告】

第14条・第15条

【関係者の責務】

第９条〜第13条

【目的】 第１条

第９条

国の責務

第10条
地方公共団体の責務

第11条
・教育関係者等の責務
・農林水産者等の責務

第12条
食品関連事業者等
の責務

第13条 国民の責務

第14条 法制上の措置等
①法制上の措置
②財政上の措置

第15条 年次報告
①食育施策報告書

第16条
①食育推進基本計画

第17条
①都道府県食育推進計画

第18条
①市町村食育推進計画

基本的施策（国及び地方公共団体）

【食育推進会議等】

第26条〜第33条
第26条〜第31条
①食育推進会議

第19条 家庭における食育の推進

第20条 学校、保育所等における食育の推進

第21条 地域における食生活の改善のための取組の推進

第22条 食育推進運動の展開

第23条 生産者と消費者の交流の促進、環境と調和のとれた
農林漁業の活性化等

第24条 食文化の継承のための活動への支援等

第25条 食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、
研究、情報の提供及び国際交流の推進

第33条
①市町村食育推進会議

第32条
①都道府県食育推進会議

7
つ
の
基
本
的
施
策

７つの基本理念
【基本理念】
第２条〜第８条

食育基本法の体系

第四次食育推進計画
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2024/11/17

26

第四次食育推進計画

51

お疲れさまでした！
次の講義は

11：10 から開始予定です。
52



保育士等
キャリアアップ研修

食育・アレルギー対応



・アレルギー疾患の理解
（アレルギーのメカニズム、ぜんそく、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーの基礎知識）

・アレルギー対応ガイドラインの各論（疾患ごとの対応）

アレルギー疾患の理解2

2



30分
長いと感じますか？短いと感じますか？

3



30分
アナフィラキシーショックから心肺停止にいたる平均時間です

4



食物アレルギーによる死亡事故
東京都調布市 東京都調布市(2012年)

5

「違う、打たないで」とSさんは言った

2012年12月20日。この日の給食のメニューには、粉チーズ入りの「じゃがいものチヂミ」が含まれてい
た。牛乳、乳製品によって重篤なアナフィラキシー症状を起こす可能性が高いSさんには除去食が用意さ
れており、Sさんは調理員から直接除去食を受け取って食事をしていた。

給食が終わりに近づき、余ったじゃがいものチヂミを担任が教室で生徒に配っていたところ、Sさんが担
任に「欲しいです」と声をかけた。担任は食べても問題がないのかを確認するため「大丈夫か」と尋ねた。
Sさんは、保護者が念のために持たせていた献立表でアレルギーを起こす可能性がある食べ物として印が
付いていないことを示した。そこで担任は、Sさんにじゃがいものチヂミを提供し、12時57分に給食時間が
終了した。

給食から約25分後、Sさんから担任へ「気持ちが悪い」との訴えがあった。そのときSさんの顔は紅潮して
おり、喘息発作用に処方されていた薬剤の吸入器を口に当てて苦しそうにしていた。そのため、担任はSさ
んのランドセルからエピペン（一般名：アドレナリン）を取り出し、「これを打つのか」と確認をした。しかし、S
さんから「違う、打たないで」と言われたため、打たなかった。その後、13時30分に養護教諭が駆けつけ、
喘息発作が強く出ていると判断し、救急車を要請するように促した。



食物アレルギーによる死亡事故
東京都調布市 東京都調布市(2012年)

6

担任は、救急車を要請した後に栄養士に献立を確認し、Sさんの症状が食物アレルギーによるアナフィラ
キシーだと認識した。保護者に電話で、誤食をした後に強い喘息発作を起こしているため、救急車を要請
したと伝えたところ、エピペンを打つよう求められた。
一方、養護教諭は、Sさんが「トイレに行きたい」と言うものの、自力では立てない状態だったため、Sさん

を背負ってトイレに向かい、便座に座らせた。その時点で、Sさんは呼びかけに返事をせず、顔面蒼白な状
態になっていた。

校長が13時36分に現場に駆けつけたが、Sさんは便座にもたれかかるように座っていた。呼吸をしてい
る様子はなく、手首での脈拍は認められなかった。校長は、Sさんの右大腿部外側にエピペンを打ち、床に
仰向けに寝かせた。心肺停止状態だったため、養護教諭が心臓マッサージ、担任が人工呼吸を始めた。

13時40分ごろに救急車が到着し、校長が同乗して杏林大病院へ出発した。しかし16時29分に死亡が
確認された──。

日系メディカル：https://medical.nikkeibp.co.jp/leaf/mem/pub/report/201306/531097.html



食べること＝生きること＝子どもの基本的権利

7



食べること＝生きること＝子どもの基本的権利

8

この環境を作ること、整えることが、我々の使命

■『除去は個性・特性』と捉えて、個々の対応が必要。

■安全面だけを重視し、除去のみにつっぱしって良い？
楽しく食べる、という経験の大切さ



(食物)アレルギー疾患を持つ子どもの最大目標

9



(食物)アレルギー疾患を持つ子どもの最大目標

10

就学までに、自分自身のアレルギーについて理解、納得して、自分の
食べ物を獲得できるようにすること ではないでしょうか・・・？

どの子も、“食べること”は担保されるべき



アレルギーのメカニズム

11
保育士・栄養士・調理員等のための保育現場の食物アレルギー対応 (これからの保育シリーズ) 



アレルギーの種類

12

Ⅰ型アレルギー（即時型，IgE依存型）
IgE抗体が抗原と反応し，その結果遊離されるヒスタミンなどによって引き起こされる：花粉，ダニなど：

アトピー性皮膚炎 アレルギー性鼻炎，花粉症，食物アレルギーの一部

Ⅱ型アレルギー（細胞障害型、IgG）
自己の細胞膜に対する抗体ができて反応し，細胞を融解する反応

自己免疫性溶血性貧血, グッドバスチャー症候群

Ⅲ型アレルギー（免疫複合型）
溶解性抗原と抗体の免疫複合体が組織に沈着し，補体が活性化されて白血球がその沈着部位に集まり，

組織が障害を受ける：
血清病時の腎炎，関節リウマシチ，急性糸球体腎炎，ループス腎炎, 全身性エリテマトーデスなど

Ⅳ型アレルギー（遅発型，細胞性免疫型））
抗原と受容体が反応し，Tリンパ球から分泌されるサイトカインによって集まってくるマクロファージが主体と

なって炎症を起こす：ツベルクリン反応など

Ⅴ型アレルギー（レセプター結合型）
抗体の作用によって組織の機能が異常亢進または異常低下する：

甲状腺機能亢進症(バセドウ病），重症筋無力症



アレルギーの種類

13

Ⅰ型アレルギー（即時型，IgE依存型）
IgE抗体が抗原と反応し，その結果遊離されるヒスタミンなどによって引き起こされる：花粉，ダニなど：

アトピー性皮膚炎 アレルギー性鼻炎，花粉症，食物アレルギーの一部

「感作≠食物アレルギー」

血液検査では主に食べ物の特異的IgEの値
を調べます。この値が上がっていることは、「そ
の食べ物に敏感になっていること（感作してい
ると言います）」を意味する。

値が上がっていても実際にその食べ物を食べ
て何の症状も出ないのであれば、除去をする
必要はない。値が高くとも問題なく食べられる
子どもはたくさんいる。



食物アレルギーの診断

14
保育士・栄養士・調理員等のための保育現場の食物アレルギー対応 (これからの保育シリーズ) 



食物アレルギーの診断

15
保育士・栄養士・調理員等のための保育現場の食物アレルギー対応 (これからの保育シリーズ) 



食物アレルギーの診断

16

「念のため」の血液検査は悪影響の場合も・・・

「症状はないけど念のため調べたい」というのは食べ物
の過剰な除去につながる。

食生活と栄養に悪影響を及ぼすこともあるため、あくま
でも実際に食べて症状があった上で検査すべき。

また、特異的IgGという特異的IgEとは別の項目が一
部では調べられていますが、特異的IgGは食物アレル
ギーでなくても値が上がる。そのため診断の参考には
ならず、アレルギー学会でも推奨していない。

皮膚検査もあくまで参考

「皮膚検査は、いくつか種類があるが、主に「プ
リックテスト」が行われる。これは、アレルギーが
疑われる食べ物の成分を専用の針につけて少し
皮膚に押しつける、という検査。押しつけた部分
が赤くなり蚊に刺されたように膨らむかどうかを
確認する。これもあくまで参考に行う検査で、少
し反応したからといってその食べ物を食べられな
いわけではない。



食物アレルギーの診断

17

正しく診断できるのは食物負荷試験だけ

血液検査、皮膚検査はあくまで「参考」で、確定するのは食
物負荷試験で陽性であった場合のみ。主治医がお子さんの
状況をふまえて、疑いのある食べ物を適切な量だけ実際に
食べてもらう。それで症状が出ると、陽性と判断され、はじめ
て食物アレルギーの診断になります。そして診断後に適切な
食べ物の除去の指導が行われる。



食物アレルギーの発症年齢

18

ここで問題となるのが、
離乳食開始の遅れ。



日本の子どもたちの現状

19

２）母乳栄養の増加 ３）離乳完了時期の遅れ１）低出生体重児の増加



日本の子どもたちの現状

20

１）低出生体重児の増加



日本の子どもたちの現状

21

２）母乳栄養の増加

WHOは、理想的な成長、発達、健康を促すために生後6カ月まで母乳のみの育児を行い、その後は適切な
食事を補いながら2歳かそれ以上まで母乳を続けることを推奨しています。



日本の子どもたちの現状

22

２）母乳栄養の増加

WHOは、理想的な成長、発達、健康を促すために生後6カ月まで母乳のみの育児を行い、その後は適切な
食事を補いながら2歳かそれ以上まで母乳を続けることを推奨しています。



日本の子どもたちの現状

23

２）母乳栄養の増加

WHOは、理想的な成長、発達、健康を促すために生後6カ月まで母乳のみの育児を行い、その後は適切な
食事を補いながら2歳かそれ以上まで母乳を続けることを推奨しています。



日本の子どもたちの現状

24

３）離乳完了時期の遅れ



日本の子どもたちの現状

25

３）離乳完了時期の遅れ

乳幼児の(潜在性)貧血の増加

◎母乳栄養児のHb、 MCV (赤血球容積)は人工栄養児に
比べて有意に低いことを報告している
(Isomura H, Takimoto H, Miura F et al：Type of 
milk feeding affects hematological parameters 
and serum lipid profile in Japanese infants 
Pediatr Int 53:807~813,2011)

◎実際に生後-6ヶ月～1歳半の子どもうち、約8 %が貧血
だと報告している
（乳幼児における鉄欠乏性貧血の有病率．日本公衆衛生雑
誌 2002; 49: 344─51)．



保育士等
キャリアアップ研修

食育・アレルギー対応



保育所における
アレルギー 対応ガイドラインと活用2

2

・アレルギー疾患の理解
（アレルギーのメカニズム、ぜんそく、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーの基礎知識）

・アレルギー対応ガイドラインの各論（疾患ごとの対応）



保育所保育指針

2019年版から、アレルギー対応について盛り込む。

3



保育所保育指針

4



保育所におけるアレル
ギー対応ガイドライン

5



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

6



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

7



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

8

基本編



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

9

保育所における
基本的なアレルギー対応



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

10



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

11



12

ポイント❷
生活管理指導表



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

13

保育所の組織的対応

ポイント❶ ポイント❷

生活管理指導表



保育所におけるアレルギー 対応ガイドライン

14



保育所におけるアレルギー対応マニュアル

15



エピペン

「エピペン®注射液」は、医師の治療を受けるまでの間、アナフィラキシー症状の
進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための補助治療剤です。

16



「エピペン®注射液」

17

【有効成分：アドレナリン】
アドレナリンは私たちの体の中でも作られている（副腎髄質）

【アドレナリンの作用】
１．心臓の働きを強くする。
２．血圧を上げる。
３．気管支を拡張させ、呼吸を楽にする。



「エピペン®注射液」

18

エピペンの有効成分について

•アドレナリンは、筋肉内注射（エピペン使用）してから10分程度で体内濃
度が最高になり、その後徐々に減少し40分位で半分量になる。

•効果が出てきて症状が改善しても、その後は効果が切れるので、必ず医
療機関を受診すること。



「アナフィラキシー」と「アナフィラキシーショック」

19

数分から数時間以内に複数の臓器や
全身にあらわれるアレルギー反応のこ
とをいう。

重症化すると、血圧の低下や意識障害
を起こしアナフィラキシーショックに陥っ
てしまい、死亡に至るケースもある。



「エピペン®注射液」

20chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.epipen.jp/download/EPI_guidebook_j.pdf



「エピペン®注射液」

21chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.epipen.jp/download/EPI_guidebook_j.pdf



「エピペン®注射液」

22chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.epipen.jp/download/EPI_guidebook_j.pdf



「エピペン®注射液」

23chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.epipen.jp/download/EPI_guidebook_j.pdf



「エピペン®注射液」

24chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.epipen.jp/download/EPI_guidebook_j.pdf



25

自身が第一発見者になったとき、回りには子ども
しかいません。先生なら、まず何をしますか。



26

⇒子どもに、大人を呼びに行ってもらいます。
その際、【A先生呼んできて！！】ではなく、【誰でも
いいから、大人を呼んできて！】という内容で。

⇒症状がある子どもはなるべく動かさない。
(血流によって悪化するため)



保育士等
キャリアアップ研修

食育・アレルギー対応



食育の理解と計画および評価

食育のための環境

食育計画の作成と活用2

2



「食育」
明治時代の医師・薬剤師でも
あり、食養医学の祖と言われた、
石塚左玄の著書で使われたの
がはじまりとされている。

3



食育 とは・・・？

4

生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべき
ものと位置付けるとともに、さまざまな経験を通じて「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することがで
きる人間を育てる

(食育基本法より抜粋)

食育基本法

食育ガイド

食生活指針

食事
バランスガイド

楽しく食べる子どもに
食からはじまる健やかガイド

楽しく食べる子どもに
保育所における
食育に関する指針



食育 とは・・・？

5

生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべき
ものと位置付けるとともに、さまざまな経験を通じて「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することがで
きる人間を育てる

(食育基本法より抜粋)

食育基本法

食育ガイド

食生活指針

食事
バランスガイド

楽しく食べる子どもに
食からはじまる健やかガイド

楽しく食べる子どもに
保育所における
食育に関する指針



日本の食育 海外の食育

6

【食育基本法】のように、食育に関する法律が存在しているのは日本だけ

「食育は、このように行われるべきだ」という方
針を示したり、食育推進会議が「食育推進基
本計画」を作成するのを規定したりするもの。

食糧自給率高め。肥満が問題。
→大半が栄養教育

食糧自給率低い。
→栄養教育 ＋ 食料自給率を高める内容



保育所保育指針

7

2017年度に厚生労働省より改定が告示され、2018年4月1日から施行

『告示』される ＝ 法的根拠を持つ。
内容について、守ってね！！ の意味をもつ。



保育所保育指針

8

2017年度に厚生労働省より改定が告示され、2018年4月1日から施行

『告示』される ＝ 法的根拠を持つ。
内容について、守ってね！！ の意味をもつ。

監査の対象

保育計画
と

食育計画
の一致？



保育所保育指針

9

養護 教育

一人ひとりの子どもの生命の
保持及び、情緒の安定を図る

子どもが健やかに成長し、その活動が
より豊かに展開されるように援助する

生命の保持

情緒の安定

幼児期の
終わりまでに育っ
てほしい10の姿

子どもの生活や遊びを
通した食育の展開



保育所保育指針

10



楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

11

《食育の目標》

現在を最もよく生き、かつ生涯にわたって健康で質のたかい生活を送
る基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うことが保
育所における食育の目標である



楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

12



楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針～

13

食事に
前向きに
向き合う姿勢



食育計画 PDCAの活用

14

Plan
(計画)

Check
(評価）

Do
(実行)

Action
(改善）

食育計画



食育計画 PDCAの活用

15

アセスメント(実態把握) ＝ 課題は何なのか

朝食欠食

好き嫌い

咀嚼

食事マナー

■食経験の少なさ？
■空腹感の少なさ？
■その他

■保護者支援
■早寝早起き
朝ごはん？
■その他

■練習不足？
■知識不足？

■練習不足？
■知識不足？

量的評価 質的評価



食育計画 PDCAの活用

16

アセスメント(実態把握) ＝ 課題は何なのか

SOAP(ソープ)※ の視点 で記録してみる

※医療現場における記録の手法

S
（subjective）

主観的情報

O
（objective）

客観的情報

A
（assessment）

評価

P
（plan）

計画

•食事中の子どもたちが
何についてはなしていた
か
•食環境とどうかかわっ
ていたか
•カトラリーの使い方、食
事マナーはどうか

•例年の子どもたちと比
較してどうか

•課題に上がった内容は
クラスの何割くらいか

•SOから考えられる課題
は何か

•次はどのような経験が
必要になるか

•次の成長を促すために
は、どのような環境や活
動が必要か

•どのような援助が必要
か



食育計画の作成と活用2
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食育の理解と計画および評価

食育のための環境



食育のための環境

18

自然環境

保育室
食卓

人との
かかわり

食事の内容
児の体調・発達

食の
安全



食育計画の作成と活用2
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食生活指導および食を通じた保護者への支援

第4次食育推進基本計画



食生活指導および食を通じた保護者への支

20

保育所に通う3.4.5歳児 766名

志澤ら、幼児期の子供の食行動と養育環境との関連、京府医大看護紀要，27：35－44，2017

偏食と食事
中の行動

食べ方の
特徴



食生活指導および食を通じた保護者への支援

21

保育所に通う3.4.5歳児 766名

志澤ら、幼児期の子供の食行動と養育環境との関連、京府医大看護紀要，27：35－44，2017

偏食と食事中の行動

「家族で食事する機会」
と関連がある



食生活指導および食を通じた保護者への支援
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保育所に通う3.4.5歳児 766名

志澤ら、幼児期の子供の食行動と養育環境との関連、京府医大看護紀要，27：35－44，2017

食べ方の特徴

「家族で食事する機会」
と関連がある



食生活指導および食を通じた保護者への支援

23

保育所に通う3.4.5歳児 766名

志澤ら、幼児期の子供の食行動と養育環境との関連、京府医大看護紀要，27：35－44，2017

育児支援者の有無 偏食と食事中の行動

育児担当者が夫や祖父母など複数であった場合、比較的、偏食児が
少ない

母親の子供の食事への配慮の低さには母親の育児不安が影響を与え
ており、その背景には母親の精神的な不安定さがみられたとしている。
したがって、子供の食行動の問題に対し支援していく時には、子供の食
行動の状況についてのみでなく、養育者の支援状況を把握しながら、
養育者の精神的負担の状態に合わせた支援が必要である。

保護者支援



食生活指導および食を通じた保護者への支援

24

保護者と子ども、同時に同じ内
容で情報発信をすると、保護
者の記憶にのこりやすい



食育計画の作成と活用2

25

食生活指導および食を通じた保護者への支援

第4次食育推進基本計画



第4次食育推進計画

26

第4次食育推進基本計画ってなに？

演習１：食品ロス削減に向けて、子どもや保護者に対する取り組み
を振り返ってみましょう

演習２：食文化の継承として、園ではどのような取り組みをしている
かまとめてみましょう
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第1条 目的
①健康で文化的な国民の生活
②豊かで活力ある社会 の実現

第２条 国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成
①食に関する適切な判断力
②生涯にわたる健全な食生活
③国民の心身の健康・豊かな人間形成

第３条 食に関する感謝 の念と理解
①感謝の念
②理解

第４条 食育推進運動の展開
①多様な主体の参加と協力
②全国における展開

第５条 子どもの食育にお ける
保護者、教育関係者 等の役割
①保護者の認識
②教育、保育関係者の認 識

第６条 食に関する体験活 動と食
育推進活動の実践
①食に関する体験活動
②自らの食育活動
③食に関する理解

第７条 伝統的な食文化、 環境と調和した生産等へ の配慮及び農山漁村
の 活性化と食料自給率の向 上への貢献
①食料需給の国民理解 ②生産者・消費者交流
③農山漁村の活性化 ④食料自給率の向上

第８条 食品の安全性の 確保等における食育の役 割
①食品の安全性等情報 提供・意見交換 ②食に関する知識と
理解の増進 ③適切な食生活の実践 ④国際的な連携

【基本的施策】
第19条〜第25条

【食育推進基本計画等】
第16条〜第18条

【法制上の措置 

及び年次報告】 

第14条・第15条

【関係者の責務】 

第９条〜第13条

【目的】 第１条

第９条 

国の責務

第10条
地方公共団体の責務

第11条
・教育関係者等の責務
・農林水産者等の責務

第12条
食品関連事業者等
の責務

第13条 国民の責務

第14条 法制上の措置等
①法制上の措置
②財政上の措置

第15条 年次報告
①食育施策報告書

第16条
①食育推進基本計画

第17条
①都道府県食育推進計画

第18条
①市町村食育推進計画

基本的施策（国及び地方公共団体）

【食育推進会議等】

 第26条〜第33条
第26条〜第31条
①食育推進会議

第19条 家庭における食育の推進

第20条 学校、保育所等における食育の推進

第21条 地域における食生活の改善のための取組の推進

第22条 食育推進運動の展開

第23条 生産者と消費者の交流の促進、環境と調和のとれた 
農林漁業の活性化等

第24条 食文化の継承のための活動への支援等

第25条 食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、 
研究、情報の提供及び国際交流の推進

第33条
①市町村食育推進会議

第32条
①都道府県食育推進会議

7
つ
の
基
本
的
施
策

７つの基本理念
【基本理念】
第２条〜第８条

食育基本法の体系



第四次食育推進計画
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第四次食育推進計画
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保育士等
キャリアアップ研修

食育・アレルギー対応



保育所における食事の提供ガイドライン3

2

保育所における食事の提供ガイドラインの理解



保育所における食事の提供ガイドライン

3

朝食摂取のメリット、朝食欠食のデメリット



保育所における食事の提供ガイドライン

4

朝食摂取のメリット

❶体内時計を整える

❷頭のスイッチを入れる

❸からだのスイッチを入れる



保育所における食事の提供ガイドライン

5

朝食摂取のメリット

❶体内時計を整える

睡眠・覚醒、体温や血圧、免疫機能の調
整、ホルモン分泌などは体内時計のリズ
ムに合わせて行われている。そのため、
体内時計が乱れると不調が起こる。
一日は24時間だが、体内時計の１日は
24時間20分程度。そのため毎日リセッ
トしないと自然に少しずつずれてしまう。

https://www.bodybook.jp/article/171238.html



保育所における食事の提供ガイドライン

6

朝食摂取のメリット

❷頭のスイッチを入れる

「脳が働くためには糖質が欠かせない」

糖質が足りないと、身体のたんぱく質を
糖にかえる働きが体内でおきてしまうこ
とも。。。。



保育所における食事の提供ガイドライン

7

朝食摂取のメリット

❸体のスイッチを入れる

「＝エネルギー代謝をあげる」

朝食を食べると体温も上がり、脳、筋肉、
関節の温度も上がり、からだがスムーズ
に動きやすくなる



保育所の食事の提供のあり方

8

発育・発達のため 教育的役割 保護者支援

食育の一環として、
子どもの健全な成
長・発達に寄与・
貢献する視点を
持ち、取り組むこと

が大切

身体的発達
食べる機能の発達
精神発達
社会性の発達

献立表、レシピの
掲示、離乳食、幼
児食等の相談



保育所の食事の提供のあり方

9

食育の推進は「楽しく食べる子どもに～保育所における食育に関する指針～」を参考にしましょう

保育所保育指針(解説)

①お腹がすくリズムのもてる子ども
②食べたいもの、好きなものが増える子ども
③一緒に食べたい人がいる子ども
④食事づくり、準備にかかわる子ども
⑤食べものを話題にする子ども

期待する具体的な育ちの姿

１）「食と健康」
２）「食と人間関係」
３）「食と文化」
４）「いのちの育ちと食」
５）「料理と食」

食育の内容 5項目



保育所の食事の提供のあり方

10

１）「食と健康」
食を通じて、健康な心と体を育て、自らが健康で安全な生活をつく り出す力を養う

２）「食と人間関係」
食を通じて、他の人々と親しみ支え合うために、自立心を育て、人とかかわる力を養う

３）「食と文化」
食を通じて、人々が築き、継承してきた様々な文化を理解し、つく り出す力を養う

４）「いのちの育ちと食」
食を通じて、自らも含めたすべてのいのちを大切にする力を養う

５）「料理と食」
食を通じて、素材に目を向け、素材にかかわり、素材を調理するこ とに関心を持つ力を養う

食育の内容 5項目

食
事
に
か
か
わ
る
体
験
を
通
し
て

援
助
さ
れ
る
事
項



食事の提供における質の向上

保育所における食事の提供ガイドライン3

11



食事の提供における質の向上

12

食事の提供における留意事項

1 2適切な栄養管理がされていること 衛生的なものであること

一人ひとりの子どもの発育・発達状況・
栄養状況・家庭状況などを鑑みて食事
計画を立て、食事の提供を実施する。

給与栄養目標量 を出して、それを基に
献立作成をしますが、給与栄養目標量
は１日の栄養素推奨量の1/3 ではない
いのです。

大量調理施設衛生管理マニュアルに基
づいた管理。

食事介助にあたる保育者についても調
理従事者に準じた衛生管理・健康管理
への配慮が必要



食事の提供における質の向上

13

1 適切な栄養管理がされていること

Pla
n

C
he
ck

D
o

Ac
t

３歳未満児、３歳以上児の推定エネルギー必要量の平均値、中央値、最頻値、
最小値、最大値を計算する。最小値、最大値を意識しながら、多くの子どもが
不足しない値を給与栄養目標量として設定

４月の計測値⇒６月～１０
月の給与栄養目標量とす
る９（又は10月）の計測
値⇒１１月～３月の給与栄
養目標量とする



食事の提供における質の向上
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1 適切な栄養管理がされていること

Pla
n

C
he
ck

D
o

Ac
t

エネルギーは
３歳未満児は1日の50％、
３歳以上児は1日の45％で
設定



食事の提供における質の向上
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1 適切な栄養管理がされていること

Pla
n

C
he
ck

D
o

Ac
t

エネルギーは
３歳未満児は1日の50％、
３歳以上児は1日の45％で
設定



食事の提供における質の向上

16

1 適切な栄養管理がされていること

Pla
n

C
he
ck

D
o

Ac
t

残食調査
子どもたちの声

保育士の先生方の声
等

※できるだけ客観的に評価する
ことが大切。



食事の提供における質の向上

17

1 適切な栄養管理がされていること

Pla
n

C
he
ck

D
o

Ac
t

残食の多いメニューの共通点
味付け、食材の切り方、大きさの

問題
盛り付け方の問題
温度の問題

※サイクルメニューだと改善・評
価しやすい



食事の提供における質の向上
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2 衛生的なものであること

大量調理施設衛生管理マニュアルは．集団給食施設などの食中毒発生防止を目的に，厚生
労働省により作成された，HACCPの概念を導入したマニュアル

HACCP(ハサップ)

アメリカ生まれの海外育ちの食品衛生管理の手法。
アメリカのNASAが宇宙で食中毒を起こしたら大変！ということで、安全な食事を作る為に考えた管
理方法。



食事の提供における質の向上

19

2 衛生的なものであること

https://ideahack.me/article/1571#google_vignettehttps://tec.ttc.ac.jp/blogs/584/



食事の提供における質の向上

20

2 衛生的なものであること

ノロ、ロタ、アデノ
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食事の提供における質の向上

22

2 衛生的なものであること
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